兵庫県立大学の思い出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010级日语　席佳敏
　１１月２日、私達は上海浦東空港から飛行機に乗って日本にいきました。関西空港で曁南大学の学生と兵庫県立大学の先生たちに会いました。まず先生は今回のプログラムについて詳しく説明して、それで神戸のホテルまで連れて行って、ホテルから三宮までの道を教えてくれました、そのあとは初日からいきなり自由行動です。最初はホントに心細かったです。自分は方向音痴だから迷子になるかなって悩んでたが、神戸の道はすごく分かりやすくて、地図も頂きましたから、ホントに助かった。夜ホテルに帰って、初めて日本のお風呂に入ってすごく気持ち良かったです。なんか、今自分は日本にいるんだって実感しました。

　１１月３日からは大学に行きました。ちょうど大学祭で、すごくにぎやかでした。最初の日、学長先生が日本の大学と教育について話されました。午後は学園祭を見学しました。中国ではあまり見られないから、すごく新鮮で楽しかったです。１１月５日は京都に行きました。約束時間は8時50分ですが、私達は遅刻してしまい、木下先生に怒られました。ホントに申し訳ない気持ちでいっぱいでした。木下先生は私達を連れて金閣寺、銀閣寺、清水寺、祇園まで案内してくださいました。一日中歩きっぱなしだから、もう足が棒になってしまいそうでしたが、京都は本当に綺麗です。着物を着てる人がたくさんいて、なんか日本らしい町って感じがしました。

　セミナー期間中は毎日午前は授業を受け、午後は学外で見学します。先生たちの授業は面白くて本当に勉強になりました。最後の８日に発表会がありました。たくさんの人が来て、とても緊張しました。私たち文正のテーマは『ドラマから見る日本文化と中国文化の違い』。事前に準備しましたけど、本番になるとやはり緊張しました。発表会の後は歓送会です。ホームステイの方も来てくださいました。私のホームステイ家族は前田さんという家庭です。一人で行ったので、最初はちょっと怖くて、でも前田夫妻に会って、奥さんはすごく優しい人で、ご主人も中国が大好き。何度も中国に行ったことがある、中国語も話せる。なんかホッとしました。

　９日間は本当にあっという間に過ぎてしまいました。この９日間、すごく勉強になったし楽しかった。先生たち学生たちが色々親切にしてくれて、ホームステイの方にも色々お世話になってしまって本当にありがたい気持ちでいっぱいです。

今回のチャンスを頂いて本当にありがとうございました。機会があれば、また神戸へ行きたいです。
（国際合作交流処）
